





    

    




    









    記憶
    

記憶




過去の私は
何か悲しい目をしていた
後ろばかり向いていた
悲しい記憶


そんな記憶


記憶の彼方に置いてこよう


私には
これから未来がある
未来の方に


前へ
前へ


進んでいこう














    彼方
    

彼方


彼方にキミの笑顔
私はそれが嬉しくて
微笑みを返す


貴方の微笑み
私はずっと見ていたい


だから


今日も頑張れる













    あなたに
     
あなたに


疲れたっていいじゃない
立ち止まってもいいじゃない
泣いちゃっても
また
笑える日が来るから


だから


今は


ゆっくり休んで


元気になろう













    ことば
     
ことば


言葉ってほんとうに不思議
誰かを癒したり
誰かを慰めたり


時には


誰かを傷つける凶器にもなる


わたしは


言葉で誰かを癒す方になりたい
励ます方になりたい


凶器になんて
したくない













    此処にいたい
    

此処にいたい


苦しいことしかないけれど
哀しいことしかないけれど


私は


此処で生きていきたい


あなたの居るこの場所で
私は生きていきたい


此処にいたいの


あなたの傍で


明日を見ていたいの




ずっと


あなたと一緒に



















    格子
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格子から手を伸ばし
写ったのは曇り空で
まるで
今の私のよう
この格子に
捕らわれている
いつかは
この哀しみという格子から抜け出し
自由になるんだ













    蒼
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哀しいくらいの蒼い空
吸い込まれていきそうな
蒼い
蒼い
空
それでも
光は
いつでも
あなたのそばにある













    君色
    

君色


よろこびも
哀しみも
うれしさも
悔しさも
怒りも


みんな


キミの色にしていけばいい


それぞれに


キミの色があるから















    未来
    

未来


未来なんて見えないと思ってた
未来なんていらないと思ってた


でも


今は


この手で自分の未来を見つけていきたい


今は未来なんて見えなくても


必ず


未来を探そうって思えるから













    あなたに逢えた
    

あなたに逢えた


貴方に逢えて
私の空っぽの心が
綺麗に満たされて


未来を誓う貴方の声が
私はとても嬉しくて


貴方と
未来を共に歩んでみたい


まだ見ぬこの先を
見失わないように
貴方と














    キセキ
    

キセキ


貴方に巡りあえたキセキが
私に笑顔をくれた
長い暗闇トンネルから
救い出してくれたね


ありがとう


貴方に巡りあえたキセキが
私にシアワセをくれた
この手を二度と離さない


貴方にめぐり合えたキセキ
ずっと大切にするから














    同じ空
    

同じ空


同じ空の下で
貴方は笑っていてくれますか
もう二度と会えない貴方


私は
遠くから
貴方の幸せを願うから


同じ空の下で
貴方の幸せを
願っているから
どうか
笑っていて
幸せでいて














    卒業
    

卒業


卒業するんだ
この涙から
この苦しみから
この螺旋から


もう泣かなくてもいいように


いくら立ち止まっても


私は


いつかこの想いから卒業するんだ


もう泣かなくてもいいように













    珈琲
    [image: ]


コポコポと音を立てる
コーヒーメーカー


温かい珈琲を飲む時間


少しだけ


私のトクベツな時間


少しだけ


幸せな時間















    目眩を覚えるような空
    [image: ]


あの空に眩暈を覚えた僕
それでも
空を見上げ続けた
あの空の向こうには君がいる
そう思うと
僕は空から目をそらせなくなった
あの蒼い空から


君は今
僕と同じ空を見ているかい？


そう信じ
僕はこの眩暈のしそうな空を見上げ続けるよ














    深呼吸
    

深呼吸


落ち込みそうなとき
悲しいとき
そっと
そっと
深呼吸して


そうすれば


少し元気になれたでしょう？


そう


そっと


深呼吸













    アロマキャンドル
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灯火が照らす
私は
ゆらゆらと燃える炎を見ながら
香りに酔う
そして
明日へ思いをはせる













    たいせつ
    

たいせつ


たいせつだから
忘れちゃいけないこともある
たいせつだから
たまに怒ってしまう
たいせつだから
私は笑うんだ


あなたが
たいせつだから
ずっと傍にいたい。













    そのまま
    そのまま


そのままのキミが好き


笑ってる顔も
怒ってる顔も
哀しんでる顔も


そのままのキミが好き


ありのままのキミが好き

















    約束
    

約束


キミは
あの約束を覚えてる？
そう
あの日に交わした約束


ずっと


ずっと


一緒にいられますように


約束、だよ？













    奥付
    

いつか、あなたと。
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